
(その2) 

現 在 の 住 宅 の 状 況 

住 宅 の 種 類 
11戸建住宅 2長屋建住宅( 戸建) 3共同住宅( 戸建) 

4その他(         ) 

住 宅 の 構 造 1木造 2鉄骨造 3鉄筋コンクリート造 4その他(     ) 

住宅所有の形態 1親族所有 2親族以外の所有 3その他(     ) 

住 宅 の 所 有 者 

(住 所) 

(氏名又は名称) 

(電 話) 

住 宅 の 規 模

(申込者及び入

居しようとする

親族が使用して

いる部分) 

床面積(   m2)  部屋数(  室)  台所(専用・共用) 

便所(専用・共用)  浴室(専用・共用)  

住宅の使用状況 1専用 2間借り 3同居 

家 賃 月額(         円) 

立 ち 退 き 要 求 
有 ・ 無 

(有の場合はその理由：                  ) 

通 勤 時 間

及 び 方 法 

所要時間［  時間  分］(申込者又は実際に主たる生計を維持して

いる者の現住所から勤務先までの片道時間) 

1バス 2電車 3乗用車 4バイク 5自転車 6その他(   ) 

現住宅居住期間     年    月 

住 宅 困 窮 状 況 

該当するもの

に〇をつけて

ください。 

該当事項が二

つ以上の場合

は、主なもの一

つに◎を、その

他に〇をつけ

てください。 

1 倉庫、事務所等住宅でない建物に住んで

いる。 

2 住宅が古く危険である。 

3 他の世帯と同居していて台所又は便所が

共同である。 

4 住宅がないため親族と別居している。 

5 住宅が狭い。 

6 正当な立ち退き要求を受けているが立ち

退き先がない。 

7 通勤に時間がかかる。 

8 収入と比較して家賃が高すぎる。 

9 婚約しているが住宅がない。 

10 その他の理由(          ) 

左記の困窮状況のうち◎

を付したものの理由を詳

しく記入してください。 

 この申込書の記載内容が事実と相違するとき、又は申込者若しくは現に同居し、若しく
は同居しようとする親族が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律
第77号)第2条第6号に規定する暴力団員(以下「暴力団員」という。)であるときは、申込み
を無効とされ、又は入居の決定の取消しをされても異議ないことを誓約します。 
 また、暴力団員であるか否かの確認のため、山梨県警察本部へ照会することについて同
意します。 
     年  月  日 

申込者氏名          印 

 


